




























　(1) 染液・染料の作成　染液として 5.0×10⁻⁴mol/L のケル
セチン溶液を 20mL，5.0×10⁻³mol/L のアセチル化ケルセチ
ン溶液を 50mL，5.0×10⁻⁴mol/L の 2- ヒドロキシ -1,4- ナフ
トキノン溶液を 20mL，5.0×10⁻⁴mol/L のルチン溶液を
20mL，媒染液として 1.0 ～ 50×10⁻³mol/L のアルミミョウ











　10ｍL のメスフラスコに作成した 1a の溶液 1mL 入れエタ
ノールで Fillup した。同様にミョウバン溶液 1mL 入れ蒸留














　10mL のメスフラスコに作成したケルセチン溶液 1mL 入
れエタノールで Fillup，同様に 10mL のメスフラスコに作成










かった。1a についてミョウバン（濃度 0.5 ～ 50×10⁻³M）に
よる媒染を吸収スペクトル変化からみると，図 1 に示すよう
に時間とともに 1a の 370nm による吸収が減少し，媒染によ

















ペクトルの結果を図 2 に示しているが，40 分間測定を行っ
たが，吸収スペクトルの変化が見られなかった。したがって
1b と同様に媒染は行われていないことが分かった。
　次に 2 を用いて，40 分間測定を行ったが，吸収スペクト
ルに変化が見られなかった。2 についても，媒染が行われて
いないことが分かった。
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